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こをつけたままのコウガイモがたくさん

浮かんでくる。犯人は水鳥だという。水 

鳥がコウガイモの殖芽を食べるために水 

底をかきまわすのである。

以前、琵琶湖でコウガイモの殖芽につ 

いて調べた。この殖芽は地中5 〜 7 onの 

深さの所に形成されており、その密度は 

1 あたり70個近かった（近江大橋東 

詰)〇餌としての価値を知るため、デンプン 

含量を定量した。結果は乾重量の58〜

66劣 （平均 59.3 % )であった。エビモの

殖芽でもデンプン含量は26劣とされる [写 真 〕コウガイモの殖芽（左）とその発芽（右）

(前 田 •生 嶋 1978 ) し、他の分析例でもこれほど高い値 がさないのもうなづける。秋に形成された殖芽の何劣が

はない（ちなみに、いっしょに分析したササバモの殖芽 

は 33.2影、同地下茎で3.2劣であった）。

この結果を見ると、コウガイモの殖芽は実に多くの栄 

養分を貯えた優れた餌であることがわかる。水鳥が見の

翌春まで生き残れるのか、コウガイモの個体数はその年 

の水鳥の密度によっても影響を受けているのではないか、 

等々、調べてみればおもしろかろうと思っている。
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